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告　辞
ご来賓の皆様、入学生のご両親、ご家族の皆
様、また教職員の方々、ご多忙の中、滋賀医科大
学平成17年度入学式にご出席を頂き､まことに有
り難く存じます。
医学科90名、看護学科72名の入学生諸君、晴れ
て滋賀医科大学へのご入学、おめでとうござい
ます。教職員、在校生一同、心から歓迎いたしま
す｡また、諸君をこれまで育て、支えてこられた
ご両親・ご家族の皆様に心よりお祝い申し上げま
す。
大学院博士課程ご入学の36名、修士課程ご入学
の23名の諸君、大学院へのご入学おめでとうご
ざいます。医学、看護学における独創的な研究を
目指して精進され、多くの病める人々に益となる
ような成果を上げられるよう期待しております。
さて、滋賀医科大学は医療人育成と医学・看護
学の先進的研究を理念として設立され、昨年医学
科開学30周年、看護学科設立10周年を祝いまし
た。本年の卒業生を含め、これまで医学科2424
名、看護学科541名の卒業生を社会へ送り出して
まいりました。卒業生の多くはこの滋賀の地で活
躍しており、地域社会から高い評価を受けている
ことは喜ばしい限りであります。最近の国家試験
の合格率は医学科､看護学科共に全国トップレベ
ルにありますが、我々の目標は単に試験の合格で
はなく、質の高い医療を社会の皆様に提供出来る
人材を育成することであります。そのためには、
単に知識や技能の習得に止まらず、人間力を高め
る努力が必要であり、幅広い教養を身に付ける勉
強、一見医学・看護学とは関係が無いと思われる
ような分野の勉強が大切となります。
近年、医療人を見る社会の目は年々厳しさを増
しております。このことは、逆に社会の医療人に
対する期待が高まっていることを裏付けていると
も云えます。益々高度化する医学・医療を身に付
け、社会の期待する質の高い医療人となるべく、
日夜勉学にいそしんでいただくよう希望しており
ます。
ご承知の如く、本学も昨年法人化されました。
今まさに、国立大学時代のぬるま湯状態から個
性と自立性のある大学への変換を求められている
時期にあります。様々な軋轢、軋みが起こるでし
ょうが、個性が輝く大学、自らの力で存続し得る
独立した大学へと改革すべく、教職員一同最大限
努力しているところであります。ただ、大学の個
性、自立性の確立は、構成員一人一人の独創性、
自立性がなくしては達成できるものではありませ
ん。入学生諸君一人一人が在学中に自らを磨き、
個性ある、かつ自立しえる人材へと成長されるよ
う祈念しております。
さて、本学はクラブ活動の盛んなことが特徴の
一つで、9割以上の学生が何らかの部に属して、
心身を鍛錬し、友人を作り、芸術・趣味を楽しん
でおり、学生生活を豊かにするためにも積極的に
参加して下さい。また、放送大学を含む滋賀県内
13大学と単位互換制度を立ち上げております。
他大学との交流を支援するこうした制度を活用
し、勉学と人生の幅を広げられるよう期待してお
ります。琵琶湖を囲む美しい滋賀の地で、有意義
な学生生活を送られ、未来の滋賀医科大学を担う
人材に、地域社会から信頼される人材に、更には
世界へ羽ばたく人材に成長されるよう祈念し、学
長告辞と致します。
平成17年４月５日
平成17年度 滋賀医科大学入学宣誓式
平成17年度の学部および大学院の入学宣誓式が、去る4月5日(火）午前10時から
本学体育館において挙行され、学長から次のとおり告辞がありました。
トピックス
学長　吉 川 一
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平成17年４月１日付けで眼科学講座教授に就任
いたしました。
日常生活を快適に過ごすQuality of Lifeへの要
求は今後ますます強くなることが確実視されてお
りますが、眼科においては視機能の回復や悪化の
防止を通じて社会に貢献するのが責務と考えてお
ります。
最近は眼科という小さな臓器の中でも更に細分
化され専門化されており、私は網膜硝子体疾患の
治療、特に外科的治療を専門としてきました。網
膜硝子体疾患には糖尿病網膜症や網膜剥離などが
あり、失明に直結する分野です。
また、最近では社会の高齢化に伴い加齢黄斑変
性などによる社会的失明も増加してきており、
これらの疾患に対して現在における最高水準の治
療を提供したいと考えております。最高の診療を
提供するだけではなく、医科大学あるいは大学病
院として、医療の進歩にも貢献する必要がありま
す。臨床系の講座として手術法の改良や薬物治療
の治験などを通じて、より良い治療法の開発に積
極的に関わっていきたいと思います。
さて、大阪大学から一人で赴任し１ヶ月余りが
経過しました。赴任前には多少の不安もありまし
たが、医局員、看護師、視能訓練師、をはじめ
とする眼科関係の方々、他科の方々、さらには事
務の方々に非常に暖かく迎えられ、無事に最初の
１ヶ月余りを過ごすことができました。緊急手術
も手術場の積極的な協力の下に就任後の短い間に
たくさんさせていただきましたし、定期の手術も始
まりました。眼科の病棟回診や面談を通じて、学生
からの生の声を聞くのも楽しくなってきました。
私一人が意気込んだところで、ほとんど何もで
きませんが、関係の方々のご支援を得て、教育・
研究・診療という３本柱をバランスよく追求でき
ればと考えております。
最後に「明るく、人に優しく、活発な眼科｣を
合言葉に和やかな雰囲気の中にもある程度の緊張
も持った環境作りができればと思い、医局員とと
もに頑張っていきますので、関係の方々からの益
々のご支援をお願い申し上げます。
（経　歴）
昭和58年3月　大阪大学医学部医学科卒業
昭和58年7月　大阪大学医学部附属病院医員（研修医）
昭和59年7月　大阪労災病院眼科医師
平成 2年7月　米国ピッツバーグ大学
　　　　　　　眼科耳鼻科研究所研究員
平成 5年2月　大阪大学医学部助手
平成11年1月　大阪大学大学院医学系研究科講師
平成12年8月　大阪大学大学院医学系研究科助教授
平成17年4月　滋賀医科大学医学部医学科眼科学講座教授
新任教員紹介
教授　大 路 正 人
眼科学講座 教授就任挨拶
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平成17年４月１日付けで、看護学科地域生活看
護学講座教授に着任しました。先年、助教授就任
で挨拶の記事を書いたばかりのような気がします
が、その時は神経内科科長としての抱負のような
ことを書いたようにも思いますので、今回の着任
はかなりの転向になるかもしれません。
私は昭和53年の附属病院開設の時から滋賀医科
大学にお世話になり、滋賀医科大学の歴史とと
もに歩んできました。また、第三内科で神経内
科医として、また比重は少ないですが糖尿病医と
しても活動をしてきました。私自身は神経内科専
門医であり糖尿病専門医・指導医でもあり、この
２種類のボードを併せ持っている医師は、日本国
中でも僅かであり、神経学と糖尿病学が色々な面
でかなり対極にあることを考慮しても比較的稀少
です。私の生涯の研究テーマが「糖尿病性神経障
害」であるのも、このような両者の接点から生ま
れたものです。丁度、程良いスタンスにあったと
思っています。
神経疾患と糖尿病は、看護学でも重要な分野で
す。私がかかわってきたパーキンソン病や運動ニ
ューロン疾患などの神経難病は、社会的にもイ
ンパクトが大きく、患者治療のためには､病態の
把握のみならず、心理学から栄養学まで看護学の
全てを結集する必要がある分野ですし、特に後期
においては地域でのケアシステムが重要であり、
末期には介護が治療の中心を占めます。また、糖
尿病は生活習慣病の中心的な疾患であり、患者数
と今後の動向から考慮して極めて重要な疾患です
が、患者教育など看護が関わる部分が大きいと思
われます。
私は、いわゆる“医系”教員で、看護学につい
ては素人です。私が、看護の分野で貢献しうるこ
とは、将来看護学を背負って立つ学生に、看護学
の実践に必要な臨床医学の知識を十分に身につけ
てもらうように教育することと、看護学科の学生
がすべて臨床を目指すのではなく、基礎医学に関
心を持ち、研究活動を目指す学生も現れてもおか
しくない雰囲気も醸すようになればと思います。
（経　歴）
昭和49年 3月　和歌山県立医科大学医学部医学科卒業
昭和49年 4月　大阪大学大学院医学研究科博士課程入学
昭和53年 3月　同　修了
昭和53年 4月　大阪大学医学部第一内科研究生
昭和53年10月　滋賀医科大学医学部附属病院医員
昭和55年 7月　滋賀医科大学医学部助手
（昭和59年 3月～61年２月　
　米国メイヨークリニック神経内科留学）
平成 4年 4月　滋賀医科大学医学部附属病院講師
平成14年12月　滋賀医科大学医学部医学科内科学講座助教授
平成17年 4月　滋賀医科大学医学部
　　　　　　　　看護学科地域生活看護学講座教授
４月１日付けにて、基礎看護学講座講師に着任
致しました。美しい琵琶湖を望み、たおやかな稜
線を描く山なみのもと、活気に満ち溢れた滋賀医
科大学に着任できましたことを大変光栄に感じて
おります。
昨今の看護教育高等教育化の進展は、社会・疾
病構造の変化に伴う人々の多様な価値観・生き方
を背景に派生した様々な健康問題に対し、｢自立
して行動できる看護専門職」の働きが必要となっ
たことが大きいと考えられます。卒業生が将来、
保健・医療・福祉の分野で、こういった新しい看
護職に求められる働きを実践するためには、高い
倫理観と豊かな人間性の上に優れた判断力と問題
解決能力および変化の推進者としてのリーダーシ
ップを身につける必要があります。その時、教員
に求められることは“教授－学習の過程を通して
学生にとってモデルとなりうる行動が取れる”と
いうことではないかと考えております。私自身が
看護学分野のみならず、幅広い教養を身につける
こと、日々進化発展する医療分野にアンテナを高
く張り、歴史を踏まえた上で新鮮な内容を常に伝
えていくための準備を怠らないことを自らに課し
ていかねばと思っております。
また、私は現在、乳癌術後リンパ浮腫患者の
QOLを高めるために、｢リンパ浮腫発生予測因子
の定量的解析」に取り組んでおります。リンパ浮
腫看護は看護師が自己決定できる領域であり、看
護の専門性を社会に訴えることのできる分野であ
ると確信しております。看護が対象とする人間が
生物である以上、看護ケアは生物学的指標での証
明が必要になるのは当然のことであると思われま
すので、様々な研究手法を身につけ、研究成果を
教育と臨床看護実践に還元できる様、若輩ではご
ざいますが精進していく所存でございます。今後
とも、御支援、御協力を賜りますよう、どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。
（経　歴）
平成 5年 3月　鳥取大学医療技術短期大学部 看護学科卒業
平成 5年 4月　広島大学医学部附属病院 看護部
平成11年 3月　同　退職
平成11年 4月　愛媛大学医学部 看護学科入学
平成13年 3月　同　卒業
 平成13年 4月　広島大学大学院 医学系研究科博士課程前期入学
平成15年 3月　同　修了
平成13年 4月　広島大学医学部附属病院 医療社会福祉部
平成15年 3月　同　退職
平成15年 4月　山口大学医学部 保健学科看護学専攻助手
平成15年 4月　広島大学大学院 保健学研究科博士課程後期入学
平成17年 4月　滋賀医科大学医学部
　　　　　　　　看護学科基礎看護学講座講師
新任教員紹介新任教員紹介
教授　
地域生活看護学講座 教授就任挨拶
講師　作 田 裕 美
基礎看護学講座 講師就任挨拶
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去る5月6・7日の2日間、
本学において第30回浜松医科大
学との交流会が行なわれました。
今回はじめて開会式を体育館で行
い、両校から400名を越える大勢の学
生が参加しました。
初日はあいにくの小雨交じりの天候で
したが、２日目は快晴となり、各クラブ
間で熱戦が繰り広げられました。期間中は、吹奏楽部
の合同練習も行われ、閉会式では大勢の学生の参加の
もと、アカペラサークルの演奏、琵琶湖周航の歌の合
唱が披露されました。
打ち上げ乾杯の後は、待ちかねていたように恒例の
ビールかけとなり、中庭の池でも賑やかに水を掛け合
って寒さに震え上がった学生もいたようでした。幸い
事故もなく、交流会は成功裡に終わりました。
競技結果
通算14勝13敗 3引き分け
キャンパスライフ キャンパスライフ
第30回 浜松医科大学との交流会を開催
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種 　 　 目 浜 松 本 学
硬式庭球 男 ○ 6－ 3 ×
硬式庭球 女 × 1－ 4 ○
サ ッ カ ー × 0－ 2 ○
準 硬 式 野 球 ○ 6－ 3 ×
バスケットボール 男 × 69－ 70 ○
バスケットボール 女 × 30－ 59 ○
バレーボール 男 × 0－ 2 ○
バレーボール 女 × 1－ 2 ○
バドミントン 男 ○ 3－ 2 ×
バドミントン 女 ○ 4－ 1 ×
ボ ー ト 中　　止
ヨット
470級
×
33.1 － 19
○
スナイプ級 実施せず
ハンドボール × 21－ 25 ○
剣 道 男 × 2－ 31分け ○女
空 手 道 ○ 8－２ ×
ゴ ル フ ○ 354－ 367 ×
総　合　結　果
浜　松　6　対　9　本　学
　第30回浜松医科大学・滋賀医科大学交流会委員長
医学科　第 4学年　佐 伯 有 香
交流会を終えて
最初に､第30回浜松医科大学·滋賀医科大学交流
会に御尽力頂きました先生方､職員の方々､大学
生協の方々にこの場をお借りして厚く御礼申し上
げます。
今回は第30回という節目の大会でもあり、開会
式・閉会式のスタイルを今までとは変え、できる
だけ多くのクラブ・学生に参加してもらい、式を
もひとつの交流の場に組み込もうと考え、取り組
んできました。交流会担当者として至らぬ点も多
かったとは思いますが、結果、多くのクラブの協
力により、開会式、閉会式とも両校あわせて400
名という大人数で行うことができました。交流会
の始まりと終わりを盛り上げる重責を果たせてほ
っとしています。
ちなみに私の所属する女子バレー部は接戦を制
し、第29回までは互角の成績だった優勝杯争い
において、今回滋賀医大が一歩リードするとい
う結果に少しでも貢献できたことを嬉しく思いま
す。
最後に、後を引き継いでくれる後輩たちには、
浜松医科大学と滋賀医科大学の交流の場であり、
自分たちの日々の成果を競い合う場であるこの交
流会をこれからも大切にしていって欲しいと思い
ます。
キャンパスライフ
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第91回 保健師国家試験の結果について
　平成17年2月24日（木）に実施された、第91回保健師国家試験の合格発表が3月29日（火）午後2時から
行われ、その結果は次のとおりでした。
卒業者 受験者 合格者 合格率 備考
新卒者 66 名 66 名 62 名 93.9 ％
合格率（全国）
81.5 ％既卒者 2 名 1 名 50.0 ％
計 68 名 63 名 92.6 ％
参考　前回第90回保健師国家試験の結果について
卒業者 受験者 合格者 合格率 備考
新卒者 71 名 71 名 68 名 95.8 ％
合格率（全国）
92.3 ％既卒者 2 名 2 名 100.0 ％
計 73 名 70 名 95.9 ％
第94回 看護師国家試験の結果について
　平成17年2月27日（日)に実施された、第94回看護師国家試験の合格発表が3月29日（火)午後2時から
行われ、その結果は次のとおりでした。
卒業者 受験者 合格者 合格率 備考
新卒者 66 名 56 名 56 名 100.0 ％
合格率（全国）
91.4 ％既卒者 0 名 0 名 0 ％
計 56 名 56 名 100.0 ％
参考　前回第93回看護師国家試験の結果について
卒業者 受験者 合格者 合格率 備考
新卒者 71 名 61 名 61 名 100.0 ％
合格率（全国）
91.2 ％既卒者 0 名 0 名 0 ％
計 61 名 61 名 100.0 ％
第99回 医師国家試験の結果について
平成17年2月19日（土）、20日（日）及び21日（月）に実施された、第99回医師国家試験の合格発表が
3月30日（木）午後2時から行われ、その結果は次のとおりでした。
卒業者 受験者 合格者 合格率 備考
新卒者 105 名 105 名 101 名 96.2 ％ 全国
受験者　8,495 名
合格者　7,568 名
合格率　 89.1 ％
既卒者 5 名 5 名 100.0 ％
計 110 名 106 名 96.4 ％
参考　前回第98回医師国家試験の結果
卒業者 受験者 合格者 合格率 備考
新卒者 112 名 112 名 108 名 96.4 ％ 全国
受験者　8,439 名
合格者　7,457名
合格率　 88.4 ％
既卒者 4 名 3 名 75.0 ％
計 116 名 111 名 95.7 ％
（注）新卒者中10名は3年次編入学者で、既に合格済み。
（注）新卒者中10名は3年次編入学者で、既に合格済み。
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医学科　第１学年　森 田 康 大
入学していきなりの合宿、本当に大丈夫かなあ､
そんな不安を胸にこの春入学してきました。しか
し、この４日間の研修で学校生活になじめるだろ
うかという不安は完全にふきとんだように思いま
す。この滋賀医科大学には全国各地から様々な経
歴を持った人たちが集まっており、そうした人た
ちの話を聞くことは大変おもしろく、これからの
大学生活が楽しみでしかたがないように今は感じ
ています。
滋賀医科大学は今まで生活してきた環境と大き
く異なっているため新鮮な驚きに満ちあふれて
います。僕がまず最初に驚いたことは常勤の先生
方が、健康診断やツベルクリン判定の際には、医
師、看護師の立場となり働かれたことです。医科
大学としては当然の光景ではあるけれども、医学
部に合格したと実感させられた最初の出来事でし
た。見る物すべてが新しいこの４日間の研修はと
ても楽しく、有意義なものでした。
医学科　第１学年　村 田 　舞
本当に密度の濃い４日間でした。入学式の後、
そして次の日と怒涛のような説明の嵐に、残り２
日間の合宿。やっと土曜日を迎えた頃にはよろよ
ろしていました。それはきっと、それだけ４日間
が充実していたからでしょう。その中でも特に
印象に残っているのは、やはり、一泊二日で行わ
れた合宿です。月並みですが本当に楽しかったで
す。また、この時期に行った甲斐があったとも思
っています。
けれど、実は最初はもの凄く心配でした。まだ、
ほとんど馴染んでいない集団での行動、そして、ま
ったく知らない人との相部屋と、私にとっては不安
要素ばかりだったからです。その心配が無くなった
のは、同室の人たちや、その友達と仲良くなる事が
出来た頃だと思います。残念なことに彼女たちは看
護学科の学生なので、いざ授業が始まってみると会
う機会が少ないので、その彼女たちと仲良くなれた
ことは、合宿の一番の収穫です。
ここで、その仲良くなるまでの過程で感じたこ
とを書いていきたいと思います。出会って間もな
い頃、最も盛り上がることができたのは趣味や嗜
好に関する話題だったように思います。例えば、
プロ野球は阪神が好きだとか、本が好きだとか、
「八丁堀の七人」が好きだとか。そういうことに
共通項を見つけた瞬間に距離がぐっと縮まった気
がします。現に私が上記の彼女たちと仲良くなっ
たきっかけはそのようなことでした。
この経験は、これから生きていくうえでも非常
に重要なことを示唆していると思います。すなわ
ち、話題の引き出しが多ければ多いほど、色々な
人とコミュニケートするときの役に立つというこ
とです。だから私はこれからの学生生活において
勉強に励むのは無論のことですが、その引き出し
を増やしていけるように様々なことに好奇心を働
かせて行きたいと思います。
看護学科　第１学年　水 田 聖 子
合宿の当日までは入学して３日目ということも
あり、ほとんど顔も知らない人たちに囲まれての
合宿に不安感を抱いていました。しかし、すぐに
医学科の人や出身地の違う看護学科の人たちとも
仲良くなり、今まで抱いていた不安を取り除くこ
とができました。私が一番印象に残っていること
は、飯盒炊さんでご飯は少しかたくなってしまい
ましたが、自然の中で友達と一緒に協力して昼食
を作ることが出来てとても楽しかったことです。
私はこの合宿を通じて友達の輪が広がり、これ
からの学生生活が楽しみに思えるようになりまし
た。この合宿で将来私達に必要とされる協力性を
学んだことを忘れずに、今後の生活に生かして行
きたいと思いました。
看護学科　第 3学年（編入）　田 渕 弘 晃
新入生全員で行った近江八幡の合宿場は目前に
琵琶湖が広がり、桜もきれいに咲いていて、素晴
らしい景色で感激しました。合宿場に着いてすぐ
に各班に分かれて飯盒炊さんを行いました。普段
はしない事なので四苦八苦しながらも班の皆で協
力し合いながらカレーを作りました。夜は仲良く
なった友達同士で遅くまで話し、全国いろいろな
場所からこの学校に集まっているのでいろいろな
話が聞けて楽しかったし、一緒に大学生活を過ご
していけることを嬉しく思いました。
また、最初は難しい話なのかなぁと思っていた
先生方による講義も、普段学校では聞けないよう
な話をして頂いて大変興味深く、多くの知恵や知
識を身につけることができました。
合宿に行く前はとても長いように思っていたの
ですが、新しく出来た友達と楽しく、また有意義
な時間を過ごすことができました。この２日間で
得たことを大切にして今後の大学生活も充実した
ものにしていきたいと思います。
キャンパスライフ キャンパスライフ
新入生研修に参加して
入学式から2日後の4月7・8日の両日、近江八幡休暇村等において、平成17年度の医学科、看護学科の新入生を対象
とした学外合宿研修が引率教職員合せて総勢180名余の参加により行なわれました。
　初日、バス4台で研修会場に到着後、大自然の中での飯ごう炊さんに始まり、班別懇談会や人権学習、陶芸などを体
験した中身の濃い２日間となりました。
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春の彼岸を目前にした去る３月17日(木)に比叡山横川の滋賀医科大学霊安墓地の清掃が行われ
ました。参加者は、しゃくなげ会副理事長の熊澤さんをはじめとしたボランティア16名と学生課
職員３名のほか、昨夏に続き医学科新３年の岡山千尋さん、上田桂子さん、山下陽子さんの総勢
22名でした。
当日、冷たい小雨模様にもかかわらず、参加者全員墓地周辺の草引きや清掃を精力的に行って
いただき清々しくなりました。その後、昼食時には岡山さんたちは会員の方々から献体について
の考えや人生観をうかがったり、記念撮影をして交流を深めました。
医学科　第 3学年　岡 山 千 尋
墓地清掃に参加して
比叡山の山道をガタゴトと進んだ先に大学霊安
墓地はありました。ここには医学の発展のために
とすすんで献体してくださった、しゃくなげ会会
員の方々が眠っておられます。納骨堂の中には何
冊もの成願者名簿が積まれており、今までいった
いどれだけ多くの方が献体してくださったのだろ
うと驚かされます。
去る３月17日､２年生後期の解剖実習を終えた
私達３人は、しゃくなげ会の皆さんと墓地清掃に
参加させていただきました。
　｢自分の墓をきれいにしているようなものやからね｣
　｢生きてる間だけじゃなく、またここで一緒に
なれるんだから」
｢ここならずっと誰かがこうやって来てくれるんよ｣
雨の中、会員の方が落ち葉を拾い集めながらお
っしゃっていた言葉がとても印象に残っていま
す。墓地の前にはしゃくなげが植えられており、
５月にはきれいな花を咲かせるそうです。
お昼どき、会員の方とお話していると、
｢(献体は）自分が世界の、医学の役に立つんだ
から素晴らしいことよ」
｢ひとつだけあなた達にお願いがあるの。やさ
しいお医者さんになってね」
というお言葉をいただきました。毎日授業が続
くと、正直「もう勉強嫌だなぁ」と思ってしまう
こともあります。けれど、かつて罪人や自分の母
親を解剖して学んだ苦労（江戸時代ですが）を知
ると、学生の勉強のために多くの方のご理解とご
協力がある今はとても幸せです。献体のご意志を
示してくださった方々の思い・願いを受けとめて
形にしていけるようしっかり学ばねばならないと
改めて喝が入りました。人との暖かい関わりを持
ちつづけられるように、これからも笑顔で頑張っ
ていきたいと思います。
キャンパスライフ
滋賀医科大学霊安墓地のボランティアによる清掃活動
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滋賀医科大学アカペラサークルJingle-Jangleは、
今年で８年目(文化会加入３年目)を迎える比較的新
しいサークルですが、今年は新入部員が９人加わ
り、部員総数は31人(男子12人・女子19人)と文化系サ
ークルの中ではかなり大所帯のサークルになりまし
た。これを書いているちょうど今、７月の新歓コン
サートに向けての練習で部室は活気づいています。
メンバーは、ある程度音楽的素養を持った者から
音符も読めなかったというまったくの素人まで、ま
たピチピチの新入生から学士入学の者まで本当に幅
広く、みんなそれぞれにクラブの活動を盛り上げて
います。ただ共通するのは、みんな歌いたいという
単純だけど熱いハートを持っているということ。誰
か一人が何気なく口ずさむ歌声にみんなの歌声が重
なっていってハーモニーになるなんてことはしょっ
ちゅうで、また、これを道端でもやっちゃうんで、
すこし恥ずかしいですけど…。
普段の活動は、バンドごとの練習ですが、練習の
成果を発表する機会はたくさんあります。新入生勧
誘コンサート、新入生歓迎コンサート、若鮎祭のス
テージでの発表、クリスマスコンサートなどの自分
たちで企画する学内での発表会に加え、浜松医大と
の交流会や大学の公式行事での発表、老人ホーム・
養護施設や病院・診療所、さらに地域のお祭りや
アカペラコンテストなどへの出場やストリートライ
ブ、立命館大学のアカペラサークルとの交流、さら
にさらにプロアカペラバンド(PYLONさんっていう
バンドです)とのライブハウスでのジョイント(って
言っても前座ですけど…)まで本当に幅広い発表の
機会を持っています。時には、なんと演奏してくだ
さいっていう依頼が直接来ることもあるんです。あ
っ、そうそう出演依頼は随時募集していますのでよ
ろしくお願いします。
と、ここまで色々とサークルについて話して
きましたが、皆さんはアカペラ自体どういうも
のかご存知ですか？テレビ番組の企画から数年
前に大ブームになったアレです。それぞれの人が
Lead､Chorus､Bass､Voice Percussionの各パートを担
当し、楽器なしで人の声だけでハーモニーを紡ぎ出
す、一見簡単だけどやってみるとなかなか難しいも
のです。でも、場所を選ばずどこでも出来て、しか
もお金は全くと言っていいほどかからない、といいこ
とだらけです。そしてきれいなハーモニーが出来た
ときの感動はほんとやみつきになるには十分です。
僕自身、大学に入ってからアカペラを始めたので
すが、もっと歌いたい、もっと練習してうまくなり
たいという思いが日に日に強くなっています。今後
は僕自身もまた、サークルもさらに幅を広げた活動
を行っていきたいと思っています。
ちょっとでも歌ってみたいって気持ちを持ってい
る人は部室を覗いて見て下さい。大歓迎です。
アカペラサークルの紹介
アカペラサークル代表　医学科　第 3学年　川 口 剛 史
キャンパスライフ
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柔道部主将　医学科　第 2学年　岡 田 貴 士
柔 道 部 の 紹 介
｢柔道部｣あるいは「柔道」という言葉を聞い
て、みなさんはどんなイメージを思い浮かべら
れるでしょうか。今まで柔道に触れたことのない
人は、おそらく｢辛い」｢汗臭い」｢痛い｣などの
マイナスイメージのほうが多く浮かんでくるもの
と思われます。実際にそういうことはまったくな
い、と言ってしまうとうそになりますが、本当は
それを大きく上回るだけのプラスの面が存在して
いるのです。そこで今回は、普段あまり紹介する
機会のない柔道部の活動について紹介したいと思
います。
・普段の柔道部
柔道部は、男子7人女子13人で構成されていま
す（意外かもしれませんが、女子が男子の倍近
くいるんです)。そして、月、木曜日の夕方と土
曜日の朝にそれぞれ２時間ずつ練習をやっていま
す。練習は堅苦しい雰囲気ではなく、雑談も交え
たりしながら、非常に和やかな雰囲気の中で行っ
ています。参加しているのは、本学学生だけでは
なく、監督、コーチ、OBの方々、職員の方々、
あるいは柔道部に長く通ってくださっている方々
もいらっしゃいます。たまに、柔道部ではないけ
れども学内の柔道を経験したことのある人を誘っ
たりすることもあります。このように、人と人と
のつながりを築いていくこともまた、柔道の面白
さのひとつといえます。
・特別な練習
特別な練習の中でもっとも頻繁に行っているの
が、合同練習です。一口に合同練習といっても
色々あり、こちらが出かける出稽古や、他大学の
柔道部の人たちに来てもらう合同練習や県立の武
道館に色々な学校の人たちが集まって行うものも
あります。出稽古は主に交流のある大学と行って
いて、こちらにその大学の人たちに来てもらった
場合、次にはこちらから出向く、といった形で行
っています。大学以外では、愛知県稲沢市の柔道
協会の人たちとの交流があり、老若男女さまざま
な人たちと柔道を行える大変良い機会となってい
ます。武道館で行う合同練習は、ほぼ月一度のペ
ースで行われ中学生や高校生が中心で、その中に
混ぜてもらって練習しています。昇段審査では、
大体の対戦相手が中高生であるため、審査を受け
る前のいい練習になっています。
合同練習以外では、冬の朝練があります。普段
は朝練を行っていませんが、冬の短期間だけ行
い、最終日の練習後にはみんなでぜんざいを食べ
ます。
・試合
審査と並んで、自分の力を試
すことができる最大の機会とい
えば、やはり試合です。医学部
の柔道は階級が分かれていない
ので、場合によっては自分より
もずっと大きい相手と、試合を
やらなければならない時があり
ます。個人的には、正直そんな
不利な状況にはなりたくないと
いうのが本音ですが（笑)、そ
のような、自分と体格差がある
相手と戦えるのも医学部の柔道
ならではの面白さといえるので
はないでしょうか。
滋賀医大の柔道部が例年参加
している柔道の試合は、｢近畿
七医科大学親善柔道大会｣「西
日本医科学生総合体育大会」｢関西医
歯薬学生柔道大会」｢新医科大学対抗
柔道大会」の４つです。いずれの大
会も、大学が交代で主幹を務めてい
ます。西医体のようなとてつもなく
規模が大きい大会は別ですが、近畿
七医科大学親善柔道大会などの、比
較的規模の小さい大会では、幾年か
の周期で滋賀医大も主幹を行ってき
ました。
小規模な試合を行った後、大学の計らいで合同
練習を行うこともあります。試合後の飲み会でも
もちろん交流はありますが、練習の中で交流を行
うほうが、知らない人たちとも自然に会話を行う
ことができるので、個人的にはこちらのほうが好
きです。
柔道は、柔道着さえあれば他
に道具を使うことなく行える武
道です。柔道に興味がある、あ
るいは、以前柔道をやっていて
最近になってまたやりたくなっ
てきた、という方はぜひ一度武
道場にきて一緒に練習をしてみ
てください。滋賀医大のホーム
ページからアクセスできる柔道
部のサイトに詳しい予定があ
ります。柔道部は、先ほども述
べたように、とてもオープンな
部なので、どなたでも歓迎しま
す。
キャンパス ライフ キャンパス ライフ
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新しい卒後臨床研修制度について
特別企画
滋賀医科大学附属病院 卒後臨床研修センター
センター長　藤 山 佳 秀
新医師臨床研修制度－1年を経過して
平成17年４月１日付けで、柏木教授の後任と
して研修担当副院長兼卒後臨床研修センター長
に就任しました。新医師臨床研修制度が平成16
年度よりスタートし、コンピューター・マッチ
ング、臨床研修オンライン評価システム：EPOC
（Evaluation system of postgraduate clinical 
training）など聞き慣れない言葉が飛び交うよう
になりました。医学生の皆さんにとっては、卒後
臨床研修の場の選択の幅が広がったとともに、救
急・地域医療を含めたプライマリーケアを念頭に
置いたプログラムの中で医師の資格をもってロー
テート研修ができるメリットがあると思います。
しかし、一方でどのような判断基準で研修病院を
決めればよいのか、どうしても細切れにならざる
を得ないローテートでどこまで身に付く研修がで
きるのか、十分な指導体制が整備され実際に行わ
れているのかどうか、雑用的作業に追われて診療
への参加が単に見学のみに終始するのではないか
とか。また、志望する診療科の専門研修が遅れる
のではないかといった不安もあるかと思います。
滋賀医科大学附属病院では、新医師臨床研修制
度に則った研修の充実に向けて、卒後臨床研修セ
ンターを平成14年４月に開設し、平成16年度に
36名、平成17年度には41名の研修医を受け入れ
ています。そして、本年６月１日付けで小児科学
講座の太田茂助教授が卒後臨床研修センター専任
教員に着任、同副センター長として研修プログラ
ム開発に、そして専属スタッフとともにマンツー
マンで研修医からの様々な相談にのっています。
昨今、研修医が大なり小なり関わった医療トラブ
ルが報道されていますが、滋賀医科大学附属病院
では卒後臨床研修センターを中心に、各診療科の
協力を得て顔の見える指導体制を構築し、常にさ
らなる進化を追い求めています。また、現研修医
さらには医学生のみなさんの意見をフィードバッ
クする中で魅力ある研修プログラムの開発に取り
組んでいます。
一方、新たな卒後臨床研修センターの取り組み
として、６年生を対象とした卒後研修に関わる相
談の場を設けて個別面談を始めています。今後、
対象をさらに拡げる予定です。
滋賀医科大学の今後の益々の発展、そして臨床
研修の更なる充実のために努力してまいりたいと
考えております。
何卒、宜しくお願い申し上げます。
コース区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
A???
?
?
内科（循環器・
呼吸器）
内科（消化器・
血液）
内科（内分泌代謝・
腎臓・神経）
外科（消化器・
乳腺・一般）
外科（心臓血管・
呼吸器） 救急／麻酔（救急）
外科（心臓血管・
呼吸器）
外科（消化器・
乳腺・一般） 救急／麻酔（麻酔）内科（消化器・血液）
内科（内分泌代謝・
腎臓・神経）
内科（循環器・
呼吸器）
救急／麻酔（救急） 外科（消化器・乳腺・一般）
外科（心臓血管・
呼吸器）内科（内分泌代謝・
腎臓・神経）
内科（循環器・
呼吸器）
内科（消化器・
血液） 救急／麻酔（麻酔） 外科（心臓血管・呼吸器
外科（消化器・
乳腺・一般）
????
外科（消化器・
乳腺・一般）
外科（心臓血
管・呼吸器） 救急／麻酔（救急） 内科（循環器・呼吸器） 内科（消化器・血液）
内科（内分泌代謝・
腎臓・神経）
外科（心臓
血管・呼吸器）
外科（消化器・
乳腺・一般） 救急／麻酔（麻酔） 内科（消化器・血液）
内科（内分泌代謝・
腎臓・神経） 内科（循環器・呼吸器）
救急／麻酔（救急） 外科（消化器・乳腺・一般）
外科（心臓血管・
呼吸器） 内科（内分泌代謝・
腎臓・神経） 内科（循環器・呼吸器） 内科（消化器・血液）
救急／麻酔（麻酔） 外科（心臓血管・呼吸器）
外科（消化器・乳
腺・一般）
 Aコース、Bコースとも滋賀医大病院で研修。
〔臨床研修1年目ローテーション〕
コース
区分 定員 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
? 5 産婦人科（院内） 小児科（院内） 精神科（院内） 地域
選択科（院外）5 精神科（院内） 地域 産婦人科（院内） 小児科（院内）
5 小児科（院内） 精神科（院内） 地域 産婦人科（院内）
5
選択科（院外）
産婦人科（院内） 小児科（院内） 精神科（院内） 地域
5 精神科（院内） 地域 産婦人科（院内） 小児科（院内）
5 小児科（院内） 精神科（院内） 地域 産婦人科（院内）
? 5 産婦人科（院外） 小児科（院外） 地域 精神科（院内）
選択科（院内）5 地域 精神科（院内） 産婦人科（院外） 小児科（院外）
5 小児科（院外） 地域 精神科（院内） 産婦人科（院外）
5
選択科（院内）
産婦人科（院外） 小児科（院外） 地域 精神科（院内）
5 地域 精神科（院内） 産婦人科（院外） 小児科（院外）
5 小児科（院外） 地域 精神科（院内） 産婦人科（院外）
計60名　Aコース：必修科を滋賀医大病院（地域を除く。産婦人科及び精神科は一部協力型病院で研修）、
　　　　　　　　　選択科を協力型病院で研修。
　　　　 Bコース：必修科を協力型病院（精神科は滋賀医大病院（一部協力型病院で研修））、選択科を滋賀医大病院で研修。
滋賀医科大学卒業　
平成16年度臨床研修開始　小 川 暢 弘
｢新医師臨床研修－研修医１期生から」
本当にどの患者さんからも多くのことを教えて
いただいている。患者さんに対し診察し、考察、
治療計画を立てることで今まで机上の話であった
知識が実際の経験と出会い、“分かる”感動を覚
える。こんな刺激的な経験ができる仕事が楽しく
ないわけはない。何よりその経験の上に患者さん
が回復されることは涙が出るほど嬉しい。ただ、
この“分かる”という感動は、経験よりも先に知
識が要ることが多いのも事実。やはり忘れてはな
らない日々勉強。
現在、私は地域医療の研修を行っている。公衆
衛生的な視点からの医療を学んでいる。ここでの
経験も重要なことが多い。患者さんには生活があ
り病院だけで話は解決しないことを改めて考えさ
せられる。
知識、技術、人間性……学ぶことは数知れず、
身に付けられるのかという不安の中、理想の医師
に一歩でも近づくよう多くの指導医、コメディカ
ルスタッフ、そして患者さんに叱咤激励を受けて
日々研修に励んでいる。
―患者さんは最高の教科書―
〔臨床研修2年目ローテーション〕
特別企画 特別企画
保健所長とミーティング：右側手前が筆者
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島根医科大学卒業　
平成16年度臨床研修開始　安 田 周 子
１年目に大学病院で内科 6ヶ月、外科３ヶ月､
麻酔科３ヶ月を研修し、2年目の５月から甲賀病
院の産婦人科で研修させて頂いています。産婦人
科は専門性が高く身構えていましたが､内科、外
科、麻酔科それぞれと関連しており､今までの研
修で習得した知識や技術を生かしたり、再確認し
たり充実した研修生活を送っています。
内科では症例発表の機会を与えて頂きました。
初めての経験でしたが、多くの方々の協力の下、
まずは小規模な会での発表、次に本番、と内容
と度胸に磨きをかけて本当に貴重な体験をさせて
頂きました。外科では、手術や処置の準備する段
階で十分勉強し、徐々に実践につなげていきまし
た。３ヶ月で、同じ処置の介助でもスピードが倍
に、手術でも自分でできる手技の範囲がどんどん
広がっていきました。麻酔科では、上級医の監視
の下ほぼ研修医が主体となって手技や術中管理を
させて頂きました。
研修システムの整った大学病院で１年目を過
ごせたため、現在、自分達で研修内容を工夫す
る自由を頂きながら一般病院で研修させて頂い
ています。新医師臨床研修というチャンスを上
級医の指導の下、自分たちの経験で最大限に生
かしていきたいと考えています。
－大学病院での研修を生かして－
｢新医師臨床研修－研修医２期生から」
滋賀医科大学卒業　
平成17年度臨床研修開始　湯 浅 真 由 美
研修準備期間であったプレコースも終了し、５
月から本格的な研修がスタートしました。知らな
いこと、わからないことが多く戸惑いの毎日です
が、日々新しいことを学び、成長する機会を得て
いるので有意義な研修を送っています。
大学で授業を受け、勉強もしてきたので、ある
程度の知識はあると思っていましたが、症状から
病態を考え、診断し治療を行うのは難しく、また
とても時間がかかります。指導医に「どうしたら
いいですか？」と尋ねて答えを求め、教えてもら
うだけなら簡単ですが、｢私はこう考え、こう治
療したいと思うのですがどうですか？」としっか
りと自分の考えを持ってないと注意されるし、ま
た成長してもいけません。
医師になって約１ヶ月、できないことや分から
ない事は多々ありますが、｢先生･･･」と質問や説
明を求める患者さんにしっかりとした返答ができ
ないもどかしさを感じずにはいられません。
昨日より今日、今日より明日･･･と日々努力を
惜しまず、人間の生命にかかわる仕事に携わって
いるのだという誇りを持ち続け、研修の日々を送
っていきたいと思います。
―有意義な研修の日々―
公立甲賀病院にて：手前右が筆者
「外科病棟にて」
聖マリアンナ医科大学卒業　
平成 17 年度臨床研修開始　太 田 義 之
今年、滋賀医科大学附属病院に就職致しました
研修医一年目の太田義之です。宜しくお願い致し
ます。出身は神奈川県の某大学です。実は私、昨
年国試浪人をしておりました。現役生の時は､自
分たちが初めてのマッチングということもあり、
正直面倒に感じており、自分の大学以外は受けず
にいました。ですが、今回国試に落ちてしまい時
間的に余裕が生まれ、また、家庭の事情により、
関西に帰ってこないといけなくなったため、関西
の病院を幾つか受けようと思いました。
受けたのは、国立京都医療センター、武田総合
病院、そして滋賀医大附属病院の３つでした。正
直、周りから聞く研修病院としての噂で、耳に入
ってくるのは前者２つで、滋賀医大附属病院はイ
ンターネットでたまたま見つけるまで名前くらい
しか知りませんでした。
元々自分の両親が京都にいまして、どこか近く
で良い研修ができるところがないものか探して
いました。そこで国立病院を１つ、市民病院を
１つ、大学病院を１つ探そうということに決め、
それぞれの病院に見学に行きました。国立京都医
療センターは確かに設備も環境も整っており、内
科と外科による共同センターのような総合設備も
整っていて、先進医療も進んでいたようなのです
が、正直自分の目指している道には少し遠いのか
なと思いました。
私が目指している道というのは研究でも先進医
療でもなく、地域医療なのです。もちろんこれら
先進医療と地域医療が無関係であるとは思ってい
ませんが、自分としては地域医療に身を置き、そ
こから先進医療の技術や知識を自分の持つ患者
さんに適応できるかどうか考慮する、そういうス
タンスで将来医療をやっていきたいと考えていま
す。こういうように考えた時に、武田総合病院は
自分的にかなり理想に近かったのですが、残念な
がら倍率が高く（＋英語が苦手で）マッチングに
もれてしまいました。
そして藁をもすがる想いで滋賀医大の扉をくぐ
ってみれば、武田総合病院と同じくらい、いやそ
れ以上の設備と地域医療に打ち込める環境が整っ
ていたことに驚かされました。しかし、武田総合
病院ではローテーションが５週間しかなく、５週
間では仕事を覚えるのに精一杯で、その科のこと
を勉強する時間もなく、あまり効率的ではないよ
うに思われました。
ところが、滋賀医大附属病院の内科研修期間は
２ヶ月と長く、実際仕事をして思いましたが、丁
度このくらいの期間が仕事を覚え、仕事以外の本
当の研修が出来る丁度いい時間だと思いました。
また、自分が今研修している科は循環器内科、呼
吸器内科なのですが、自分の持ちたい症例の患者
さんを選び、それについて事前に勉強することが
できるため、忙しい科で大変ではありますが、や
りがいのある職場であると感じました。研修医１
年目でも戦力として前線で仕事が出来る喜びもあ
ります。
自分はこの病院に来てまだ２ヶ月しか経ってい
ませんが、外の病院を見てきた上での経験から言
わせてもらいますと、確かにほかの病院で当病
院よりも時間の制約が少なく、より給料のいい病
院もあるかも知れませんが、医師にとって最も大
事な期間は最初の２年間と言われています。より
待遇のよい病院を探すのも１つですが、ここで実
力をつけられる環境が目の前にあるのにそれを逃
す手は無いのではないでしょうか。みなさんも是
非、医師免許を取得した暁にはこの滋賀医科大学
附属病院という恵まれた環境が目の前にあること
に今１度目を向けてもらい、この病院で人のため
に働く良医となるための礎を共に築きましょう。
－滋賀医科大学附属病院で働いて感じた事－
｢新医師臨床研修－研修医1期生から」 ｢新医師臨床研修－研修医2期生から」
卒後臨床研修センターでは、随時、ご相談をお受けしますので、医学生の皆さん積極的に活用してください。
副センター長：太田　茂　助教授　 場 所：病院3階  卒後臨床研修センター　 電 話：548-2436
ア ド レ ス：kensyu@belle.shiga-med.ac.jp     
U R L：http://www.shiga-med.ac.jp/̃kensyu 担 当：加 藤・谷 垣
卒後臨床研修センターからのメッセージ
特別企画 特別企画
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去る３月17日(木)に本学と放送大学が単位互換
協定を結びました。
この協定は、学生諸君に幅広い教養を身につけ
てもらうことを目的として、本年度から実施され
ます。
履修科目は「持続可能な消費と生活者｣、｢政治
学入門｣、｢経済学入門｣、｢現代社会と著作権」
及び「若者の科学離れを考える」の５科目で、放
送大学の「特別聴講学生」として履修し、修得し
た単位を本学の単位として認定することができる
ようにしたものです。
滋賀県内にある12の大学・短期大学は、決めら
れた科目について他大学の講義を受けても単位を
取得できる制度「滋賀県環びわ湖大学連携単位互
換制度」を開始することになりました。３月30日
(水)に大津のコラボしが21で国松知事立ち会い
のもと、各学長が協定書に調印しました。
この制度は、本年度から開始され、滋賀医大、
滋賀大、県立大、成安造形大、聖泉大、長浜バ
イオ大、びわこ成蹊スポーツ大、立命館大、龍谷
大、滋賀女子短大、滋賀文化短大、滋賀文教短大
における協定です。滋賀県特有の内容をテーマに
した科目や各学部・学科・専攻の特徴的な科目な
ど49科目が提供されています。
インフォメーション
滋賀医科大学と放送大学が
単位互換協定を結ぶ
環びわ湖大学連携単位互換制度の開始
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学校教育法第68条の３の規定により、滋賀医科大学名誉教授の称号が下記の両先生に授与されました。
　
　平成17年４月１日　元教授　　瀬戸　　昭　　　　　平成17年４月１日　元教授　　大矢　紀昭
名誉教授の称号付与
第28回 解剖体納骨慰霊法要について
去る５月28日㈯午前10時30分から、新緑が鮮や
かな比叡山延暦寺阿弥陀堂において、御遺族、御
来賓、しゃくなげ会会員及び学生、教職員約400
名が参列し、延暦寺長臈即真尊 大僧正を大導師
として、慰霊法要が厳粛に執り行われ、故人の御
冥福をお祈りしました。
今回お祀りした52名の御霊に対し、吉川学長が
故人の御遺志に感謝され、今後とも医療を通して
社会に奉仕し医学の道を深めるべく、一層の努力
をする覚悟であると述べられた。続いて、学生代
表倉橋幸也君が、この解剖学実習を通じて故人か
ら教えていただいたことを大切に胸にしまい、多
くの人々から託された大きな期待をひとりひとり
が自覚し、一医療人として生涯精進することを御
霊前に誓いました。
法要終了後、引き続き文部科学大臣の感謝状が
御遺族代表に贈呈され、学生の手で御遺骨がご返
還されました。
また、午後からは、比叡山横川の大学霊安墓地
において、御遺族、御来賓、学生等の参列の下
に、納骨式が執り行われ、分骨したご遺骨が納骨
堂に安置されました。
インフォメーション
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受 賞 者 名 学 位 論 文 題 目
寺 本 晃 治
（課程博士・外科学）
Deoxyribonucleic Acid（DNA）Encoding a 
Pan-Major Histocompatibility Complex Class  
Peptide Analogue Augmented Antigen-speciﬁc 
Cellular Immunity and Suppressive Eﬀects 
on Tumor Growth Elicited by DNA Vaccine 
Immunotherapy.
平成16年度に学位記(博士)を授与された者の中から、特に優秀な学位論文
を発表した１名に、3月25日(木)の学位授与式において吉川学長から表彰状と
副賞が贈呈されました。
平成15年度に学位記(修士)を授与された者の中から、特に優秀な学位論文
を発表した１名に、3月25日(木)の学位授与式において吉川学長から表彰状と
副賞が贈呈されました。
インフォメーション
受 賞 者 名 学 位 論 文 題 目
中 野 育 子
（修士課程・母性看護学）
切迫早産妊婦の自覚症状の特徴・質問紙を用
いた正常妊婦との比較
平成16年度 学位論文学長賞の授与
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編集後記
●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、
勢多が多用されている。それに勢多は「勢（いきおい）が多い」とい
う佳字名称である。従って、いきおいが多かれと願う本学関係者の想
いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
梅雨の蒸し暑さにも負けずに学生の皆
さんは明るく楽しい学生生活を過ごしてい
ることと想います。
お待たせしていた「勢多だより」No.68
が、平成17年度新入生歓迎号としてこの
ほどようやく完成しました。トピックス、
キャンパスライフなど、年度始めの恒例行
事も年毎に変化があり、盛り沢山の記事や
グラビアとなって誌面を賑わしてくれまし
た。｢新任教員紹介」や「特別企画」にご
執筆の先生方には原稿締切をお急がせしま
したが、ご協力を頂き厚くお礼申し上げま
す。拝読した学生達が先生方の人間性に親
しみを感じるよいきっかけになることと思
います。
本年度の「勢多だより」は、出来るだ
け多くの学内イベントや情報を学生と教職
員で共有し、意思の疎通をはかりたいと願
って、これまでより１回多い年４回の発行
を予定しています。クラブ活動も学生個人
の活動も積極的に紹介したいと思います。
皆さんのご投稿をお待ちします。
編集長　今本喜久子
勢多だより　No. 68
発行年月日：平成17年6月30日
編集：｢勢多だより」編集担当者会議
発行：滋賀医科大学広報委員会
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